
　
一
宮
川
の
流
域
治
水
対
策

　
鶴
岡
議
員　
令
和
元
年
10

月
25
日
の
大
雨
で
は
、一宮
川
や

阿
久
川
が
氾
濫
し
、
茂
原
市
街

地
で
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生

し
た
。
県
で
は
、
こ
の
水
害
と

同
規
模
の
降
雨
に
対
し
て
、
流

域
市
町
村
と
連
携
し
て「一宮
川

流
域
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事

業
」、
ま
た
、
中
小
河
川
と
し

て
は
全
国
に
先
立
ち「一宮
川
水

系
流
域
治
水
プ
ロ
ジェク
ト
」を

え
る
が
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長
　
県
道
茂

原
大
多
喜
線
に
つい
て
は
、朝
夕

の
時
間
帯
を
中
心
に
渋
滞
の
発

生
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、茂
原
市

早
野
地
先
の
交
差
点
で
、交
差

点
改
良
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
4
車
線
化
を
含
め
た
渋
滞
対

策
について
は
、交
通
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
検
討
し
て
まい
り
ま
す
。

　
渋
滞
対
策
と
し
て
、

早
野
交
差
点
の
改
良
は

　
県
道
茂
原
大
多
喜
線
の
対
策

　
鶴
岡
議
員
　
県
道
茂
原
大

多
喜
線
は
、国
道
1
2
8
号
と一

体
と
な
って
、私
の
地
元
で
あ
る

茂
原
市
の
中
心
部
を
南
北
に
縦

断
し
、市
内
外
の
多
様
な
交
通

と
連
携
を
支
え
る
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
担
う
大
変
重
要
な
幹

線
道
路
で
あ
る
。

　
現
在
、令
和
6
年
度
ま
で
の

開
通
に
向
け
て
圏
央
道
が
整
備

中
だ
が
、県
で
も
長
生
グ
リ
ー
ン

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
道
茂
原
大
多
線

に
は
、一宮
川
に
か
か
る

昭
和
橋
が
あ
る
が
、老
朽
化
の

上
、幅
員
も
狭
く
、交
通
の
流
れ

を
妨
げ
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、令
和
元
年
の
大
雨
で

は
、昭
和
橋
で
流
木
が
川
の
流

れ
を
阻
害
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
。そ
こ
で
、近
代
的
な「
た

い
こ
橋
」に
す
る
こ
と
に
よ
って
、

流
木
の
ひ
っ
か
か
り
も
解
消
で

き
、一宮
川
の
流
下
能
力
が
増

し
、減
災
対
策
に
も
川
の
観
点

か
ら
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
で
、架
け
替
え
を
検
討
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

　
茂
原
市
選
出
の
鶴
岡
宏
祥
議
員
は
、
2
月
県
議
会
の
予
算
委
員
会

に
登
壇
。一宮
川
流
域
の
治
水
対
策
、
県
道
茂
原
大
多
喜
線
の
渋
滞

問
題
、
農
業
と
観
光
の
連
携
、
農
地
の
集
積
な
ど
、
令
和
4
年
度
予

算
案
に
関
わ
る
身
近
な
課
題
に
つ
い
て
県
当
局
の
姿
勢
を
た
だ
し
た
。

特
に一宮
川
水
系
の
治
水
対
策
で
は
、
流
域
全
体
を
考
え
た
広
域
導

水
路
の
必
要
性
を
改
め
て
訴
え
た
。
鶴
岡
議
員
の
質
疑
と
要
望
を
中

心
に
お
伝
え
す
る
。ラ

イ
ン
の
整
備
を
進
め
、令
和
5

年
度
に
は
、県
道
茂
原
大
多
喜

線
と
接
続
す
る
予
定
だ
。

　
し
か
し
、県
道
茂
原
大
多
喜

線
は
、通
勤
時
間
帯
に
、茂
原
市

中
心
部
で
渋
滞
が
発
生
し
て
お

り
、こ
の
状
況
で
長
生
グ
リ
ー
ン

ラ
イ
ン
が
接
続
す
る
と
、渋
滞
の

拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、県
道
茂
原
大
多
喜

線
に
つ
い
て
は
、4
車
線
化
も

含
め
た
渋
滞
対
策
が
必
要
と
考

推
進
し
て
い
る
。
茂
原
だ
け
で

な
く
一
宮
川
流
域
全
体
で
の
取

り
組
み
が
重
要
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
伺
う
。

　
流
域
治
水
の
主
な
対
策
は
、

ど
う
い
う
も
の
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
流
域
治

水
プ
ロ
ジェク
ト
に
位
置
付
け
ら

れ
た
主
な
対
策
と
し
て
は
、
河

川
整
備
や
内
水
対
策
、
雨
水
貯

留
対
策
の
ほ
か
、
ハ
ザ
ー
ド
マッ

プ
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
、
被

害
対
象
を
減
ら
す
た
め
の
土
地

利
用
施
策
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

流
域
内
の
地
域
特
性
を
踏
ま

え
、
丁
寧
に
説
明
の
う
え
、
合

意
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
取
組
状
況

　
鶴
岡
議
員
　
各
地
域
の
取
組

全
な
動
線
が
確
保
で
て
い
な
い

ば
か
り
か
、路
肩
が
狭
く
、そ
の

整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
伺
い
た
い
。

　
県
道
茂
原
大
多
喜
線
の
茂
原

市
茂
原
地
先
か
ら
早
野
地
先
ま

で
の
交
通
課
題
に
対
し
て
、県

は
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
県
土
整
備
部
長
　
県
道
茂

原
大
多
喜
線
の
茂
原
市
茂
原
地

先
か
ら
早
野
地
先
ま
で
の
区
間

は
、路
肩
が
狭
く
、自
転
車
の
安

全
な
通
行
が
確
保
で
き
て
い
な

い
区
間
や
、幅
員
が
狭
く
大
型

車
の
す
れ
違
い
が
困
難
で
あ
る

橋
梁
等
が
あ
り
、課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
た
め
、今
後
、

こ
れ
ら
を
調
査
し
、対
応
策
を

要望

要望

一宮
川
流
域
の
治
水
急
げ

引
き
続
き
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
様
々
な
交
通
課
題
へ
の
対
策

　
鶴
岡
議
員
　
県
道
茂
原
大

多
喜
線
起
点
の
茂
原
交
差
点
で

は
、大
多
喜
方
面
に
向
か
う
左

折
車
線
な
ど
、交
通
が
錯
綜
し

事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

　
ま
た
、40
年
以
上
前
に
架
設

さ
れ
た
昭
和
橋
は
、幅
員
が
狭

く
老
朽
化
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

通
学
路
点
検
で
は
、片
側
に
し

か
歩
道
が
無
い
た
め
、児
童
の
安

状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
河
川
整

備
に
つ
い
て
は
、
中
下
流
域
は

令
和
6
年
度
末
迄
、
上
流
域
・

支
川
は
令
和
4
年
度
か
ら
新
規

事
業
化
し
、
令
和
11
年
度
末
迄

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
流
域
対
策
に
つ
い
て
は
、
中

流
域
で
は
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
試
験
施

工
や
各
家
庭
で
の
雨
水
貯
留
施

設
の
普
及
促
進
な
ど
を
行
って
い

ま
す
。
上
流
域
で
は
、
浸
水
リ

ス
ク
の
高
い
地
域
に
お
け
る
建
築

に
関
す
る
条
例
等
の
策
定
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
長
生
広
域
導
水
路
の
検
討

　
鶴
岡
議
員　
一
宮
川
流
域
浸

水
対
策
特
別
緊
急
事
業
は
、
そ

も
そ
も
床
上
浸
水
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
い
る
事
業
で
あ
る
。 

 　
こ
の
た
め
私
は
、
阿
久
川
か

ら
既
存
排
水
路
等
を
活
用
し

て
、
太
平
洋
に
至
る
長
生
広
域

導
水
路
の
整
備
が
、
大
変
有
効

で
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
。

　
そ
こ
で
、
伺
う
。

　
長
生
広
域
導
水
路
も
含
め
て

幅
広
に
検
討
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
知
事　
流
域
治
水
に
つい
て

は
、
河
川
整
備
と
併
せ
、
雨
水

貯
留
対
策
、
土
地
利
用
施
策
、

そ
の
他
幅
広
い
対
策
を
総
合
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
てい
ま
す
。

　
広
域
的
な
導
水
路
も
含
め
た

対
策
の
検
討
に
つい
て
は
、
必
要

と
な
る
経
費
を
令
和
4
年
度
当

初
予
算
に
計
上
し
、
治
水
効
果

や
地
域
特
性
の
観
点
を
踏
ま

え
、
地
域
の
合
意
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
長
生
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン

　
鶴
岡
議
員　
高
規
格
道
路
の

長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
に
対
し
、

地
元
で
は
長
生
広
域
導
水
路
を

長
生
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
と
呼
ん
で
い

る
。
茂
原
市
議
会
の
令
和
3
年

9
月
定
例
会
に
お
い
て
、一宮
川

及
び
赤
目
川
の「
整
備
促
進
に

関
す
る
意
見
書
」を
全
会一致
で

可
決
し
、
国
土
交
通
省
、
財
務

省
、
千
葉
県
へ
提
出
し
た
。

　
こ
の
意
見
書
で
は
、「一宮
川
中

流
域
か
ら
太
平
洋
ま
で
伸
び
る

新
た
な
導
水
路
整
備
の
検
討
が

必
要
」と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
12
月
に
は
、
茂
原
市

議
会
議
長
名
で
、
千
葉
県
選
出

の
国
会
議
員
に
対
し
て
要
望
書

を
提
出
し
、
治
水
事
業
の
強
力

な
推
進
、一宮
川
河
川
改
修
事

業
の
早
期
完
成
の
た
め
、
大
幅

な
予
算
増
額
を
図
る
こ
と
と
併

せ
、「
中
域
か
ら
太
平
洋
ま
で
伸

び
る
新
た
な
導
水
路（
河
川
）整

備
の
検
討
」を
要
望
し
てい
る
。

　
長
生
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン

は
、
地
元
の
悲
願
で

あ
る
こ
と
を
、
県
当
局
と
し
て

も
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、
長

生
広
広
域
導
水
路
の
実
現
に
向

け
て
、
真
摯
に
検
討
を
進
め
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。
県
内
全

域
の
内
水
対
策
を
進
め
る
担
当

部
署
を
設
置
し
、
広
域
治
水
対

策
を
各
部
が
支
援
す
る
体
制
が

必
要
と
考
え
る
。

　
長
生
広
域
導
水
路
の
検
討
、

整
備
に
向
け
て
は
、
新
た
な
組

織
を
本
庁
に
立
ち
上
げ
て
集
中

し
取
組
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
要
望
す
る
。  

　
鶴
岡
議
員　
知
事
は
、「
日
本

一の
防
災
県
」を
言
わ
れ
て
い
る

が
、
掛
け
声
だ
け
で
は
な
く
、

ま
ず
は
目
標
に
向
か
っ
て
具
体

的
な
対
策
を
示
し
、
行
動
に
移

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２月県議会・予算委員会２月県議会・予算委員会
2
月
県
議
会
予
算
委
員
会
で
質
問
す
る
鶴
岡
議
員

要望

様
々
な
課
題
の
解
決
促
す

県
道
　
茂
原・大
多
喜
線

令和4年4月15日（金）

“ふるさとちば”のための政策推進を
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車
窓
か
ら
の
田
園
風
景

　
鶴
岡
議
員　
千
葉
県
の
観
光

に
は
、
車
で
は
な
く
、
電
車
が
い

い
の
で
は
な
い
か
。
車
窓
か
ら
の

田
風
風
景
は
千
葉
県
観
光
の
魅

力
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
商
工
労
働
部
長　
千
葉
県
は

首
都
圏
に
あ
り
な
が
ら
豊
か
な

自
然
や
郷
愁
を
誘
う
風
景
を
数

多
く
有
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
魅
力
を
い
つ
ま
で
も
残
し
、

県
内
外
に
広
く
情
報
発
信
し
て

い
く
と
と
も
に
、
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
の
誘
客
効
果
を
更
に

高
め
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
の
施
策

に
、
是
非
、
車
窓
か

ら
の
田
園
風
景
を
、
本
県
観
光

の
魅
力
と
し
て
位
置
付
け
て
い

た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
荒
廃
農
地
の
現
状

　
鶴
岡
議
員　
一
方
で
、
高
齢

化
に
よ
る
担
い
手
不
足
か
ら
、

耕
作
放
棄
地
や
荒
廃
農
地
が
増

え
て
い
る
。
車
窓
か
ら
見
え
る
田

園
風
景
は
、
ど
こ
で
も
美
し
い
水

田
で
は
な
く
な
り
つつ
あ
る
。 

　
千
葉
県
内
の
荒
廃
農
地
の
現

状
は
ど
う
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
本
県
の
令

和
2
年
に
お
け
る
荒
廃
農
地
面

積
は
、
1
万
3
千
4
5
7
㌶
で

あ
り
、
耕
地
面
積
の
約
11
％
を

占
め
て
お
り
ま
す
。

　
荒
廃
農
地
解
消
へ
の
取
組

　
鶴
岡
議
員
　
荒
廃
農
地
の
解

消
に
向
け
て
、
県
で
は
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
県
で
は
、

農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
荒
廃

農
地
を
借
り
て
耕
作
す
る
者

が
、
農
地
を
再
生
す
る
た
め
に

行
う
草
刈
り
や
抜
根
、
土
づ
く

り
な
ど
の
経
費
や
、
再
生
後
に

園
芸
作
物
や
飼
料
作
物
を
栽
培

す
る
場
合
の
機
械
整
備
へ
助
成

を
行
って
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
の
耕
作
条
件
を

改
善
す
る
事
業
の
中
で
、
荒
廃

農
地
を
再
生
す
る
場
合
に
は
、

畦
畔
除
去
や
暗
渠
排
水
等
の
工

事
に
加
え
、
再
生
費
用
に
つ
い

て
も
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
鉄
道
の
利
用
促
進

　
鶴
岡
議
員　
本
県
に
は
充
実

し
た
鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
も
、
鉄
道
利
用
の
促
進
が

重
要
で
あ
る
。
観
光
振
興
や
地

球
温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
、

鉄
道
の
利
用
促
進
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
総
合
企
画
部
長　
鉄
道
は
、

観
光
地
へ
の
移
動
手
段
と
し
て

観
光
の
振
興
に
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
ま
た
車
と
比
べ
、

一
人
当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
が
約
8
分
の
1
と
少
な

く
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
乗
物

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
今
後
と
も
、
サ
ン

キ
ュ
ー
ち
ば
フ
リ
ー
パ
ス
の
発
売

な
ど
鉄
道
事
業
者
と一体
と
なっ

た
取
組
や
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
対
す
る
支
援
等
を
通
じ
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
鉄
道
の
利

用
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
外
房
線
特
急
の
増
発

　
鶴
岡
議
員　
南
房
総
に
行
く

た
め
に
は
、
内
房
線
と
外
房
線

の
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
り
、
沿
線

に
魅
力
的
な
観
光
地
が
多
い
。

私
の
地
元
・
茂
原
市
を
通
る
外

房
線
沿
線
に
は
、多
く
の
文
化
・

歴
史
資
産
や
観
光
資
源
が
あ

り
、
素
晴
ら
し
い
田
園
風
景
が

広
がって
い
る
。

　
し
か
し
、
東
京
方
面
か
ら
の

特
急
わ
か
し
お
号
が
、
日
中
に

2
時
間
に
1
本
し
か
な
く
、
利

用
し
ず
ら
い
の
が
現
状
だ
。

　
外
房
線
の
利
用
促
進
に
向

け
、
特
急
列
車
を
増
発
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
総
合
企
画
部
長　
J
R
外
房

線
は
、
外
房
地
域
の
観
光
振
興

の
面
で
も
、
欠
く
こ
と
の
で
き

　
管
理
機
構
に
よ
る
貸
付
状
況

　
鶴
岡
議
員　
近
年
、
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
、
耕
作
で
き
な

く
な
っ
た
農
地
を
、
円
滑
に
貸

借
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
農
地
集
積
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
機

関
と
し
て
、
平
成
26
年
に
農
地

中
間
管
理
機
構
が
設
立
さ
れ

た
。 

　
農
地
中
管
理
機
構
に
よ
る
農

地
の
貸
付
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
農
地
中

間
管
理
機
構
に
よ
る
貸
付
面
積

は
、
本
年
度
中
に
新
た
に
貸
付

を
始
め
る
1
，5
0
0
㌶
程
度

の
農
地
を
加
え
て
、
令
和
3
年

度
末
時
点
で
、
約
6
，6
0
0

㌶
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
農
地
貸
借
の
進
め
方

　
鶴
岡
議
員
　
機
構
を
介
し

た
農
地
の
貸
借
が
益
々
重
要
と

な
っ
て
い
く
と
思
う
が
、 

農
地

中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
貸

千葉の魅力アップへ

外
房
線
の
利
用
促
進
望
む

　
農
村
の
景
観
維
持
へ

　
鶴
岡
議
員
　
農
村
の
良
好
な

景
観
を
維
持
す
る
た
め
、
県
で

は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。
　
農
林
水
産
部
長　
県
で
は
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
農
業

者
や
地
域
住
民
な
ど
が
共
同
で

行
う
農
地
や
農
道
の
草
刈
り
な

ど
の
地
域
資
源
の
保
全
活
動

や
、
花
壇
の
設
置
を
始
め
と
し

た
景
観
植
物
の
植
栽
等
の
取
組

に
対
し
、助
成
を
行
って
い
ま
す
。

　
千
葉
の
豊
か
な
田

園
風
景
を
多
く
の
人

に
見
て
も
ら
い
、
後
世
に
引
き

継
い
で
い
け
る
よ
う
、
荒
廃
農

地
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

な
い
路
線
で
す
が
、
利
用
者
数

の
減
少
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、

利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
千
葉

県
J
R
線
複
線
化
等
促
進
期

成
同
盟
の
要
望
活
動
で
J
R
に

対
し
、
特
急
列
車
の
増
発
な
ど
、

外
房
線
の
利
便
性
向
上
へ
の
取

組
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
鉄
道
の
利
便
性
を

良
く
す
る
た
め
に
は
、

利
用
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

も
大
事
だ
と
思
う
。そ
の
た
め
、

県
職
員
の
皆
さ
ん
が
、
通
勤
や

出
張
、
旅
行
の
際
に
、
積
極
的

に
鉄
道
を
利
用
す
る
こ
と
が
、

利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
と

思
う
の
で
、
ぜ
ひ
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

　
千
葉
の
魅
力
発
信
へ

　
鶴
岡
議
員
　
田
園
風
景
を
は

じ
め
と
し
た
、
様
々
な
千
葉
の

魅
力
を
広
く
伝
え
、
そ
の
良
さ

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
知
事　
本
県
の
魅
力
を
深
く

理
解
し
て
頂
く
た
め
に
は
、　

「
景
色
」や「
産
品
」を
発
信
す

る
こ
と
に
加
え
て
、
そ
の
背
景

に
あ
る
人
や
暮
ら
し
、
文
化
・

歴
史
な
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー
発
信
の

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
き
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
S
N
S
を

は
じ
め
、
県
の
持
つ
媒
体
を
幅

広
く
活
用
し
、
県
内
外
に
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
様
々
な
媒
体
を
活
用

し
、
観
光
や
農
林
水
産

物
な
ど
の
魅
力
を
、ま
た
、車

窓
か
ら
の
田
園
風
景
の
魅
力
を
、

県
内
外
の
方
々
に
向
け
、し
つ
か

り
と
伝
え
て
い
く
た
め
に
、関
係

部
局
間
の
連
携
を
密
接
に
図
り
、

全
庁一丸
と
なって
戦
略
的
な
発

信
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

借
を
、
今
後
ど
う
進
め
て
い
く

の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
県
で
は
、

地
域
の
事
情
に
精
通
し
た
市

町
村
や
土
地
改
良
区
な
ど
の

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
効
率
的
な
マッ
チ
ン
グ
業
務

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地
中

間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
貸
借

の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
鶴
岡
議
員　
高
齢
化
に
よ
る

耕
作
者
の
不
足
に
よ
り
、
耕
作

で
き
な
い
農
地
が
全
国
で
増
加

し
て
お
り
、
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
近
い

将
来
、
日
本
の
農
業
は
危
機
な

状
況
に
な
る
と
考
え
る
。

　
県
と
し
て
も
、
市

村
や
土
地
改
良
区
な

ど
と
協
力
し
、
農
地
中
間
管

理
機
構
の
機
能
が
最
大
限
発

揮
さ
れ
る
よ
う
取
組
む
こ
と
を

要
望
す
る
。

再
質
問
と
要
望
を
述
べ
る
鶴
岡
議
員

千葉の魅力アップへ再
質
問
と
要
望
を
述
べ
る
鶴
岡
議
員

農業と観光の連携図れ

日
本
の
農
業
を
守
る

農
地
の
集
積
推
進
は
急
務

要望

要望 要望

要望

要望
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